
Medical and Pharmaceutical Society for WAKAN-YAKU

NII-Electronic Library Service

Medloal 　and 　Pharmaoeutloal 　Soolety 　for 　WAKAN −YAKU

II− B − 11

虚寒証 の 腰痛 、 下肢痛に対する牛車腎気丸

と修治 ブ シ末の併用効果

国立鯖江病院整形外科 （現川崎医科大学整形外科）

0 中川　洋

【目的】高齢化社会の 到来に伴い腰痛 、 下肢痛を訴え整形外科外来を受診す る患者は増加

傾向に ある 。 今後 もさ らに 増加 して くる と考え られ る の で 腰痛 、 下肢痛の 病態 の 認識 と そ

の 適切な治療法の選択は重要な課題 といえる。

　今回、虚寒証の 腰痛 、 下肢痛の 症例に対 して 牛車腎気丸と修治ブ シ末 を併用 し、 そ の 臨

床効果 につ い て 検討 した 。

【対 象 と方法】対象は 、 当科外来通院中の 65歳か ら83歳 （平均年齢 70．6歳）まで の 10例（男

性 6例 、 女性 4例〉で 、 全例ツ ム ラ牛車腎気丸を 4 週間単独投与 し効果が得られなか っ た

虚寒証の 症例で 、 ツ ム ラ牛車腎気丸はそ の まま継続と し修治 ブ シ末の 併用投与を行 っ た 。

原則 と して 他の 薬剤は併用 しない こ ととしたが 、 骨粗鬆症の 2 症例に 関 して は活性型 ビタ

ミ ン Ds 製剤等の併 用を行 っ た 。 病名の 内訳 は 、 変形性脊椎症が 6 例 、 骨粗鬆症が 2 例 、

腰部脊柱管狭窄症が 1 例 、 根性坐骨神経痛が 1例であ っ た 。

　投与期間は、 4 カ月か ら 1年 6 カ月で 平均9．7カ月で あ っ た 。 臨床評価は 日本整形外科

学会腰痛治療成績判定基準（JOAス コ ア ）に従 っ て 、 自覚症 状 、 他覚所見 、日常生活 動作、

の 3 項 目に関 して検討を行 っ た 。

【結果】投与前後の 」OAス コ ア に よる合計得点を比較する と29点満点で 投与前平均 14．5点

が投与後平均21．8点と有意な改善（pく O．Ol）が認め られた 。 自覚症状得点で は 9点満点で

投与前平均 4 点が投与後平均 6．6点 へ と有意な改善（p＜ 0．05）が認め られた 。

　他覚症状得点で は6点満点で投与前平均4．2点が投与後平均 4．8点へ と改善が認め られた 。

　 日常生活動作で は 14点満点で 投与前平均 6．3点が投与後平均 10．3点へ と有意な改善 （p＜

0．05）が認め られた
。 副作用は特に認め られなか っ た 。

【考察】今回、腰痛、下肢痛の症例 に対 して牛車腎気丸と修治ブシ末の 併用療法が奏効 し

た メカ ニ ズム は明 らかで はないが 、 本症例が虚寒証で あり、 こ れを修治ブ シ 末が補 っ たた

め相 乗効果 を呈 した もの と考え られた 。

【結論】虚寒 証 の腰痛 、 下 肢痛に対 して牛車腎気丸と修治ブ シ末の 併用治療を行 うこ とは

有意義で あると考えた 。
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